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良
質
米
の
安
定
増
収
を
図
る
た
め
に
は
、
ま
ず
生
育
前
半
の
生
育

量
の
早
期
確
保
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

５
月
中
旬
以
降
に
な
る
と
地
温
が

上
昇
し
、
ワ
ラ
等
の
有
機
物
が
分
解

し
ガ
ス
が
発
生
し
始
め
ま
す
。
天
候

の
よ
い
日
を
選
ん
で
２
～
３
回
軽
い

田
干
し
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

溝
堀
は
中
干
し
に
入
る
前
、
15
条

ご
と
に
１
本
程
度
設
け
て
く
だ
さ

い
。

　

中
干
し
時
期
が
遅
く
、
中
干
し
程

度
が
弱
め
の
場
合
、
弱
勢
分
け
つ
が

淘
汰
さ
れ
ず
米
の
品
質
に
も
大
き
く

影
響
し
て
い
ま
す
。
中
干
し
は
、
田

植
後
４
週
間
ま
で
に
確
実
に
開
始
し

ま
し
ょ
う
。

　

初
期
茎
数
確
保
に
は
適
切
な
水
管

理
が
必
要
で
す
。

　

田
植
え
直
後
か
ら
４
日
程
度
は
植

え
傷
み
を
防
ぎ
、
湛
水
に
よ
る
保
温

効
果
を
高
め
る
た
め
、
５
㎝
程
度
の

や
や
深
水
と
し
ま
す
。
急
激
な
か
ん

水
は
、
浅
植
え
さ
れ
た
も
の
を
浮
苗

に
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
ゆ
る
や
か

に
か
ん
水
し
、
苗
が
水
没
し
な
い
様

に
注
意
し
湛
水
ま
し
ょ
う
。

　

活
着
後
の
温
か
い
日
中
は
３
㎝
程

度
の
浅
水
に
し
て
水
温
、
地
温
を
高

め
て
発
根
、
分
げ
つ
な
ど
の
初
期
生

育
の
促
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

昼
夜
の
水
温
較
差
が
大
き
い
と
分
げ

つ
発
生
が
促
進
さ
れ
る
の
で
、
有
効

茎
の
早
期
確
保
の
た
め
昼
間
止
水
、

朝
夕
か
ん
が
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
低
温
時
の
浅
水
や
落
水
は
地

温
を
下
げ
る
こ
と
と
な
る
た
め
避
け

ま
し
ょ
う
。

①
　
水
　
管
　
理

②
溝
掘
り
・
中
干
し

活着後は３㎝程度の浅水 田植直後から４日程度は
４～５㎝のやや深水

あったかい!!

チラ干しは寒いなぁ～

冷える!!

いみず野だより　２

営 農 情 報
え い の う じ ょ う ほ う

田
植
え
後
の
稲
作
管
理

 
売
れ
る 「
い
み
ず
野
米
」 

品
質
向
上
に
向
け
て

※
気
温
が
高
く
な
る
と
、
雑
草
の
発

生
も
早
ま
わ
り
ま
す
。
除
草
剤
の
散

布
は
、
登
録
期
間
内
の
早
い
時
期
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

●
散
布
時
は
5
㎝
以
上
の
湛
水
状
態

と
し
、散
布
後
5
日
間
は
田
面
が

露
出
し
な
い
よ
う
湛
水
状
態
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

●
10
ａ
当
り
基
準
使
用
量
を
厳
守
し

ま
し
ょ
う
。

除
　
草
　
剤

水温・地温を高める水管理



３　いみず野だより

　

農
事
組
合
法
人
あ
し
つ
き
の
郷
（
広
上
・

西
広
上
地
区
）
の
高
橋 

隆
之
代
表
理
事

は
、
令
和
２
年
度
農
業
農
村
整
備
優
良
地
区

コ
ン
ク
ー
ル
農
業
振
興
部
門
で
農
村
振
興

局
長
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野

本
店
で
水
元
組
合
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
全
国
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会
が
主
催
し
、
農
業
農
村
整

備
事
業
を
契
機
に
豊
か
で
競
争
力
の
あ
る

農
業
や
美
し
く
活
力
あ
る
農
村
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
る
地
区
を
対
象
に
毎
年
表
彰

あ
し
つ
き
の
郷（
南
郷
支
店
）、

�

農
村
振
興
局
長
賞
受
賞

を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
全
国

か
ら
９
地
区
が
選
定
さ
れ
、
局
長
賞
は

農
林
水
産
大
臣
賞
に
次
ぐ
高
い
評
価
と

な
り
ま
す
。

　

あ
し
つ
き
の
郷
は
、県
営
ほ
場
整
備
事
業

（
平
成
23
年
着
工
、
29
年
完
了
）
で
大
区

画
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
機
械
保
有
台
数

の
合
理
化
・
大
型
化
、
乾
田
Ｖ
溝
直
播
や

ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
省
力
化
技
術
の
導
入
等

で
米
生
産
に
か
か
る
労
働
時
間
と
コ
ス
ト

を
大
幅
に
削
減
し
ま
し
た
。
ま
た
Ｊ
Ａ
い

み
ず
野
の
一億
円
産
地
づ
く
り
品
目
で
あ
る

枝
豆
を
中
心
に
ネ
ギ
、
ニ
ラ
、
園
芸
ハ
ウ

ス
で
の
リ
ー
フ
レ
タ
ス
な
ど
多
様
な
高
収
益

作
物
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り

年
間
を
通
じ
た
作
物
生
産
と
、
労
働
力
確

保
の
た
め
専
従
者
と
し
て
「
と
や
ま
農
業
未

来
カ
レ
ッ
ジ
」
出
身
の
若
者
た
ち
を
雇
用

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

高
橋
代
表
理
事
は
「
大
変
栄
誉
あ
る
賞

を
頂
い
た
。
今
後
も
﹃
経
営
が
成
り
立
つ

農
業
﹄
を
合
言
葉
に
地
域
農
業
の
持
続
的

発
展
と
活
力
あ
る
農
業
農
村
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
報
告
を

終
え
ま
し
た
。

表彰状を手にする あしつきの郷 高橋 隆之 代表理事
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の
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わ
り
ま
す
よ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
産
組
合
長
名
簿
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之

橋　

爪　

明　

雄

髙　

島　

辰　

夫

竹　

橋　
　
　

茂

関　
　
　
　
　

晃

渡　

邊　

乾　

吉

高　

木　

正　

男

土　

田　
　
　

彰

南　
　
　

理　

市

堀　
　
　

清　

範

菊　
　
　

健　

三

竹　

沢　

伸　

一

川　

野　
　
　

修

板　

倉　

幹　

夫

河　

上　
　
　

繁

脇　

山　

宗　

義

林　
　
　
　
　

孝

竹　

内　

好　

浩

高　

木　

真　

和

関　

原　

博　

光

佐　

伯　
　
　

学

田　

中　

秀　

和

萩　

野　
　
　

浩

寺　

林　

孝　

男

内　

田　

邦　

夫

山　

崎　
　
　

悟

前　

川　

博　

一

水　

口　

美
喜
男

刑　

部　

邦　

広

石　

川　

義　

昭

岩　

木　
　
　

太

表　
　
　

岳　

宏

島　

田　
　
　

展

熊　

西　

勝　

巳

林　
　
　

一　

郎

真　

野　

善　

昭

森　
　
　

重　

宗

島　

倉　

和　

彦

関　

井　

克　

治

杉　

浦　

朋　

善

片　

口　

和　

美

中　

野　

か
ず
み

舘　
　
　

正　

夫

上　

田　

重　

伸

森　

山　

浩　

司

寺　

島　
　
　

修

小　

西　

秀　

幸

関　

原　

孝　

成

田　

中　

美　

憲

谷　
　
　

宣　

之

宮　

垣　

敏　

秀

宮　

垣　

善　

穂

石　

黒　

隆　

之

赤　

井　

弘　

人

赤　

江　

寿
美
雄

山　

田　

章　

男

石　

庭　

文　

男

寺
塚
原

沖
塚
原

朴

木

松

木

川

口

宮

袋

坂

東

作

道

野

村

殿

村

津
幡
江

今

井
沖

鏡

宮

高

嶋

布

目

高

木

久
々
湊

片　
　

口

高　
　

場

古 

高 

場

久 

々 

江

古
明
神
１

新 

明 

神

東　
　

町

中　
　

町

西　
　

町

射 

水 

町

１
区（
加
茂
中
部
）

２
区（
加
茂
中
部
）

３
区（
加
茂
中
部
）

４
区（
加
茂
中
部
）

５
区（
加
茂
中
部
）

６
区（
加
茂
中
部
）

７
区（
加
茂
東
部
）

８
区（
加
茂
東
部
）

９
区（
三　
　

箇
）

10
区（
三　
　

箇
）

11
区（
山　
　

屋
）

12
区（
白　
　

石
）

13
区（
白　
　

石
）

14
区（
白　
　

石
）

15
区（
白　
　

石
）

16
区（
白　
　

石
）

17
区（
摺 
出 
寺
）

18
区（
摺 
出 
寺
）

19
区（
八　
　

講
）

20
区（
小　
　

杉
）

練

合

七

軒

東

町

中

町

西

町

浜

開

中

野

八

島

穴

場

野

寺

柳
瀬
新

柳

瀬

二

十
六
町

本
江
西
部

本
江
東
部

本
江
中
部

足

洗

針
山
北
部

針
山
南
部

道

番

中

新

新
湊
南
支
店

片
口
支
店

堀
岡
支
店

東
部
支
店

日
時　

令
和
３
年
５
月
29
日（
土
）

時
間　

午
前
10
時
よ
り

場
所　

い
み
ず
野
農
協 

本
店
３
階 

大
ホ
ー
ル

第
21
回

�

通
常
総
代
会
開
催
の
お
知
ら
せ

Let's 
cooking

【作り方】
⒈　ヨーグルトを１晩水切りします。

今回はキッチンペーパーを敷
いたざるに乗せて１晩冷蔵庫

⒉　今回使用した柑橘、清見オレ
ンジと日向夏のはるかです。
はるかは皮（表面のみ）をす
りおろしたら、皮をむいて薄
皮も取り除いておきます。

⒊　ボウルに練乳と⒈の水切り
ヨーグルト、⒉のはるかの皮の
すりおろしを入れて混ぜます。

⒋　食パンに柔らかくしたバター
を塗り⒊のクリームを薄く
塗ったら⒉の柑橘を並べ隙間
にクリームを塗って食パンで
挟みます。ラップでピッタリ

ヨーグルトと柑橘で甘酸っぱ～い
� フルーツサンド

包み冷蔵庫で10分ほどおいて
馴染ませます。

⒌　温めた包丁でパンの耳を切り
落としお好みの形に切り分け
シナモンをふりかけ完成♪

　※クリームは冷やしても柔らかいので
お子様向けには小鉢かグラスに食べ
やすい大きさに切った食パンとクリーム、
柑橘を重ねてレイヤースイーツ風に
するのがおすすめです。

【材料（２人分）】

ヨーグルト� 400～500g

練乳� 大さじ２

食パン� （12枚切）４枚

バター� 小さじ２～

お好みでシナモン� 少々

大人気フルーツサンドを
ご自宅でつくってみませんか？

お詫びと訂正
前号（2021年４月号）の発行
通し番号（Vol.◯◯◯）の記載
に誤りがございました。正しく
は下記の通りです。
組合員の皆様方には深くお詫び
申し上げます。

〔誤〕Vol.245〔正〕Vol.248



いみず野だより　６

役
員
会
だ
よ
り

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
令
和
2
年
度
決
算
書
類
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
行
政
庁
提
出
業
務
報
告
書
の
承
認
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
第
21
回
通
常
総
代
会
参
考
書
類
の
承
認
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
議
決
権
行
使
書
面
の
記
載
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

第
五
号
議
案
　
令
和
3
年
度
会
計
監
査
人
の
報
酬
等
に
つ
い
て

第
六
号
議
案
　
令
和
2
年
度
末　

貸
出
金
等
資
産
査
定
結
果
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
要
性
の
あ
る
不
良
債
権
処
理
方
針
に
つ
い
て

第
七
号
議
案
　
理
事
に
対
す
る
貸
付
の
承
認
に
つ
い
て

第
八
号
議
案
　
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
者
手
数
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

第
九
号
議
案
　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
優
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
に
つ
い
て

第
十
号
議
案
　「FinTech

企
業
等
の
連
携
及
び
協
働
に
係
る
方
針
」
の
改
正
に
つ
い
て

第
十
一
号
議
案
　
第
21
回
通
常
総
代
会
開
催
時
刻
の
変
更
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
３
月
末
実
績
に
つ
い
て 

二
、
令
和
２
年
度
下
期
内
部
監
査
結
果
に
つ
い
て

三
、
一
般
社
団
法
人
い
み
ず
野
農
協
会
館
令
和
２
年
度
決
算
及
び
令
和
３
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

－

第
23
回
定
例
理
事
会

－

日
時　

令
和
３
年
４
月
27
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル

－

第
21
回
監
事
会

－

日
時　

令
和
３
年
４
月
26
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
２
階
会
議
室

◆
協
議
事
項
◆

一
、
令
和
２
年
度
末
（
決
算
）
監
事
監
査
報
告
書
（
組
合
長
宛
て
）（
案
）
に
つ
い
て

二
、
令
和
２
年
度
末
（
決
算
）
監
事
監
査
報
告
書
（
富
山
県
知
事
・
中
央
会
会
長
宛
て
）

　
　
（
案
）
に
つ
い
て

三
、
令
和
２
年
度
末
（
決
算
）
監
事
の
監
査
報
告
書
（
総
代
会
報
告
）（
案
）
に
つ
い
て

四
、
令
和
３
年
度
会
計
監
査
人
の
再
任
の
決
定
に
つ
い
て

五
、
令
和
２
年
度
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
係
る
監
事
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
令
和
2
年
度　

み
の
り
監
査
法
人
に
よ
る
期
末
監
査
報
告
書
の
受
領
に
つ
い
て 

二
、
第
21
事
業
年
度
（
令
和
２
年
度
）
事
業
報
告
等
に
関
す
る
監
査
調
書
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

正組合員数� 5,257人　
� （△   80人）
准組合員数� 8,432人　
� （△   91人）
みなさまの貯金高
� 1,383億23百万円　
� （   45億45百万円）
みなさまへの貸出金
� 283億90百万円　
� （  1億36百万円）
長期共済保有高
� 2,748億25百万円　
� （△  111億32百万円）
購買品供給高� 4億21百万円　
� （  60百万円）
販売品販売高� 21百万円　
� （△  8百万円）

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和３年３月末日）

＊（　）内の数字は前年同期比

最新型ニューロナビゲーション
� システムが導入されました

　私たち脳神経外科医は、ＣＴやＭＲＩなどの平面
画像をもとに、病変部の立体的な構造をイメージし
て手術を行います。通常、頭蓋骨を数センチ外した
後、顕微鏡を覗きながら、重要な神経や血管を温
存して少しずつ病変部まで到達します。しかし、脳
内には目印となるようなものは少なく、病変に到達
するまでに迷うことも少なくありません。脳は繊細
な臓器ですので少しでも違う場所を切除しただけ
で重大な障害がおこることもあります。
　見通しの悪い脳内を正確に手術するために考え
出されたのが、ニューロナビゲーションシステムで
す。ちょうど車に取り付けるカーナビのようなもの
です。このシステムはＣＴやＭＲＩなどの画像検査
から病変部とその周囲を立体的に抽出し、リアルタ
イムで今手術している場所をモニター画面に示して
くれます。病変の場所や広がり、重要な神経や血管
の位置などが前もって分かるため、切開のする場
所や進むべき方向を迷うことが無くなり、病変の
取り残しを防ぐことにも役立ちます。 

　当院では最先端のニューロナビゲーションシス
テム、「メドトロニック社製ステルスステーションＳ
８」が導入されました。この最新機種では、術前に
作成した三次元モデルを、手術用顕微鏡内で見え
ている実際の術野に重ね合わせることができます。
見えていない腫瘍や血管が顕微鏡を覗くと、あた
かもそこに存在しているように見えます。これは拡
張現実ナビゲーションと呼ばれ、富山県では初の
導入となります。現在、ほぼ全ての手術にナビゲー
ションシステムを使用し、より安全な手術をこころ
がけております。
　最近の脳神経外科治療は、カテーテル治療の需
要拡大、内視鏡や外視鏡によるモニター画面を見
ながら行う新たな手術方法、拡張現実や仮想現実
などを駆使したコンピューター手術支援などパラ
ダイムシフトとも言える変革の時期に入っておりま
す。地域の皆様に、より安全で最良の医療を提供
できるよう更に努めて参ります。

厚生連高岡病院　脳神経外科診療部長

新
あ ら い

井　政
ま さ ゆ き

幸

　厚生連高岡病院からのお知らせ



●
令
和
三
年
度 

女
性
部
長
挨
拶

　

新
緑
あ
ざ
や
か
に
山
も
い
き
い
き
と

息
づ
い
て
い
る
よ
う
な
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

日
頃
よ
り
女
性
部
活
動
に
対
し
て
深

く
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
３
ヶ
年

計
画
「
Ｊ
Ａ
女
性
地
域
で
輝
け
50
万
パ

ワ
ー
☆
」
の
実
践
三
年
目
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
地
域
で
何

が
出
来
る
か
考
え
、
協
力
し
な
が
ら
自

ら
の
手
で
創
造
的
に
地
域
を
輝
か
せ
、

そ
し
て
自
ら
も
輝
い
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
の
活
動

と
大
き
く
関
連
し
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
を
理
解

し
、
意
識
し
て
活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
産
地
消
、
食

農
教
育
、
地
域
の
伝
承
の
継
承
、
高
齢

女性部だより

７　いみず野だより

者
福
祉
、
助
け
合
い
活
動
、
食
品
ロ
ス

食
品
廃
棄
物
削
減
（
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
）
の
推
進
等
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
中
止
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
女
性
大
会
、

女
性
活
動
実
績
発
表
・
家
の
光
大
会
の

開
催
が
令
和
３
年
11
月
27
日（
土
）に
開

催
予
定
で
す
。
今
年
は
家
の
光
大
会
に

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
が
出
場
し
、
発
表
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
「
リ
レ
ー
コ
ラ
ム　

で
き
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
�
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ

ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
活

動
～
」
と
し
て
、
富
山
県
を
代
表
し
、

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
の
活
動
が
５
月
11
日

（
火
）か
ら
Ｈ
Ｐ
掲
載
予
定
で
す
。
タ

イ
ト
ル
は
「
エ
コ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で

す
。
古
い
雨
傘
、
壊
れ
た
雨
傘
の
生
地
を

は
が
し
て
洗
濯
し
、
配
色
を
考
え
組
み
合

わ
せ
、
紐
を
つ
け
て
仕
上
げ
ま
す
。
か
さ

ば
ら
な
い
、
軽
い
、
水
に
強
い
、
乾
き
や

す
い
雨
傘
エ
コ
バ
ッ
ク
は
最
高
で
す
。

　

今
後
は
、
子
供
達
の
食
農
教
育
の
一

環
と
し
て
行
っ
て
い
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

農
業
で
の
野
菜
収
穫
体
験
に
レ
ジ
袋
の
代

わ
り
に
使
う
予
定
で
す
。
家
庭
に
持
ち

帰
っ
た
子
供
の
口
か
ら
、
手
作
り
エ
コ

バ
ッ
グ
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い
、

裾
野
を
広
げ
、
脱
プ
ラ
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
れ
ば
と
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
共
、
皆
様
の
参
加
・
参
画
に
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
Ｊ
Ａ
組

織
や
関
係
各
団
体
の
ご
支
援
と
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

部
長
の
交
代
は
小
杉
支
部
（
戸
破
、
三

ケ
、
大
江
地
区
）
で
し
た
。
代
表
し
て

戸
破
支
部
の
森
さ
ん
よ
り
「
大
変
な
時

も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
多
く
の
方
と
会
話

が
で
き
知
識
も
増
え
、
と
て
も
た
の
し

か
っ
た
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
御
三

方
お
世
話
を
し
て
下
さ
り
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
前
川
副
部
長
の
挨
拶
で
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り

ま
す
。
昨
年
よ
り
は
活
動
が
出
来
る
こ

と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
安
心
で

安
全
な
食
と
農
を
守
る
た
め
、
女
性
部

で
協
力
し
助
け
合
い
活
動
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。�

（
黒
河
支
部
）

【
新
役
員
紹
介
】

部　

長　

犀
藤　

秋
美
（
本
部
）

副
部
長　

前
川
美
智
子
（
片
口
支
部
）

　
　
　
　

澤
橋　

悦
子
（
二
口
支
部
）

会　

計　

田
形　

一
美
（
南
郷
支
部
）

書　

記　

江
尻
美
恵
子
（
水
戸
田
支
部
）

広　

報　

佐
渡
恵
美
子
（
黒
河
支
部
）

委　

員　

岡
田　

高
子
（
小
杉
・
戸
破
支
部
）

　
　
　
　

塚
本　

昭
子
（
小
杉
・
三
ケ
支
部
）

　
　
　
　

森
永
美
恵
子
（
小
杉
・
大
江
支
部
）

顧　

問　

河
岸　

芳
美
（
本
部
）

●
女
性
部
総
会

　

３
月
20
日（
金
）、
本
店
第
２
事
務
所

２
階
に
て
第
18
回
い
み
ず
野
農
協
女
性

部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
コ
ー
ト
が
い
ら
な
い
程
の

あ
た
た
か
い
日
で
、
桜
の
蕾
に
早
く
咲

け
と
背
中
を
押
し
て
い
る
か
の
よ
う
で

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
参
加
者
は
各
支
部
長

ほ
か
１
名
、
各
支
部
事
務
局
の
み
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
組
織
綱
領
、
５
原
則
は
代

表
の
み
が
読
み
上
げ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
へ
の
配
慮
で
す
。

　

犀
藤
女
性
部
長
の
挨
拶
、
令
和
２
年

度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
令
和

３
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
に
つ
い

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
支

今
後
の
日
程

５
月
14
日
㈮　

助
け
合
い
組
織
定
例
会

　
　

17
日
㈪
～
19
日
㈬　

家
庭
菜
園
教
室

　
　

28
日
㈮　

手
芸
教
室
開
級
式

６
月
２
日
㈬　

フ
ラ
ワ
ー
教
室

　
　

７
日
㈪　

健
康
教
室

　
　

16
日
㈬　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
開
級
式

　
　

18
日
㈮　

手
芸
教
室

新女性部長

犀藤　秋美



❷ 廃棄農薬

回収経費（300円／㎏税込）

このような場合は
お持ち帰り願います！

正しく分離しましょう！（処理の方法が違う場合があります）
▲下記、剤ごとに分離し箱詰め願います。
　粉粒剤・水和剤・乳剤・クロールピクリン・石灰硫黄合剤・水和硫黄・水銀剤

しっかりした箱に詰めて下さい！
▲分類ごとに、一箱最高約20㎏前後の重量単位と
し、しっかりとした箱に詰めて下さい。（搬入、
搬出、輸送中に農薬が漏れないように）
▲箱のふたは、しないで下さい。

回収経費

▲特殊農薬（クロールピクリン・石灰硫黄合剤・硫黄剤・水銀剤の回収経費につい
ては、別途相談させて戴きます。）
▲１㎏に満たなくても、300円とします。

●正しく分類、箱詰めされていないもの

●異物が混入しているもの

●スプレー缶等、金属缶に入っている物は
回収できません。（空容器も同じ）

収 集 日 は ６月 12 日（土） です。

です。

収集場所は 小杉カントリーエレベーター と

と

と

下 村 ラ イ ス セ ン タ ー

射水カントリーエレベーター

新湊カントリーエレベーター

▲午前８：30～12：00 まで受け付けます。収集場所では係員の指示に従い、確認を受けて下さい。
▲回収当日は印鑑をご持参して下さい。

回収経費は当日現金で申し受けます。

JAいみず野
富山県農業用廃プラスチック適正処理推進協議会

１
ポイ
ント

2
ポイ
ント

3
ポイ
ント

いみず野だより　８



農家の皆さんへ
農業用廃プラスチック、廃棄農薬、回収のおしらせ
収集場所へ搬入する際は、下記のポイントを厳守して正しい収集処理にご協力下さい。

❶ 農業用廃プラスチック

①ハウス用被覆ビニール（農ビ）　　②マルチ用ポリフィルム（農ポリ）
③肥料袋　　　　　　　　　　　　　④波板・育苗箱（木箱を除く）

正しく分類しましょう。

異物を取り除いて適正な梱包を。
▲廃プラについている「泥」や「金属」・「木くず」・「作物のくず」等は、きれいに
取り除いて下さい。（水洗いまでの必要はありません。）

農ビ、農ポリの梱包方法

肥料袋の梱包方法 波板・育苗箱・農薬容器の梱包方法

回収経費（50円／㎏税込）
１㎏に満たなくても50円とします。

回収経費（50円／㎏税込）
１㎏に満たなくても50円とします。

回収経費（50円／㎏税込）
１㎏に満たなくても50円とします。

（☆回収の対象となるものの①及び②）

●泥、金属、木くず、作物のくずを取り除き20㎏程度に束ね、
2ヵ所を結束してお持ち下さい。
（但し、大量にある場合は別途支店と相談して下さい。）

（☆回収の対象となるものの③）

●「泥」や「肥料の残り」を
完全に取り除き肥料袋20
枚をヒモで縛り、お持ち
下さい。

（☆回収の対象となるものの④）

●波板は、10kg程度に縛りお持
ち下さい。
●育苗箱は、10枚を１梱包としてお持ち下さい。
●農薬空容器は、必ず水洗いを行ってから、ビニール
の袋に入れてお持ち下さい。

このような場合は
お持ち帰り願います！

●正しく分類、梱包、箱詰めされてないもの
●異物が混入しているもの
●農薬容器に少量の薬液が残っているもの
●農業用以外の廃プラスチック

廃プラは野焼きせず回収処理で、きれいな環境を守りましょう。

☆回収の対象とするもの☆

１
ポイ
ント

2
ポイ
ント

▲廃プラは優秀なリサイクル原料です。上記①～④に分類して下さい。
　※塩化ビニールには　　　　　マークが表示されています。農ビ

９　いみず野だより
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